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1. 東京臨海部実証実験 意義・目標

• 公道、実交通環境下での交通インフラ機能の効果確認
• 多くの参加者による同一フィールドでの実験・データ取得、オープンな議論の場の提供
• 国内外への技術力アピール
• 市民参加、情報公開による認知度アップ、社会受容性醸成

【実証実験の意義】

• 評価結果を基に、インフラ協調システムの仕様を国内外参加者内で合意
• インフラ導入による効果（メリット）の明確化
• 実験エリアにおける、レベル４相当自動運転車の走行実現
• インフラ＊自動運転車が道路交通に与える正負両面の影響、社会受容性の明確化

【成果目標】
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2. 参加者募集の概要
【実験の参加者】
広く海外も含めたOEM、部品・システムサプライヤ、大学、研究機関、ベンチャーを対象

（役割）
ü 実験の場の提供
ü 実験機器の準備・貸与
ü 実験結果の分析

【実験期間】
前期実証実験：2019年10月～2020年度 本募集の対象
後期実証実験：2021年度～2022年度
※前期実証実験の結果などを踏まえた次ステップを計画中。詳細決定後に、改めて参加募集予定。

（役割）
ü 実験車・要員の準備
ü 実験結果の報告

【実施エリア】
l 有明・お台場を中心とする一般道および、羽田空港地域⇔都心を発着点とする臨海部自専道
l 羽田空港周辺の再開発地区一般道

事務局 参加者

（メリット）
ü 整備された環境下での実験
ü 協調領域への提案・議論の機会
ü 自社開発（競争領域）の機会

（メリット）
ü 検証結果の入手
ü 協調領域の合意形成
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3. 第2期SIP東京臨海部実証実験大日程
l 2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を含む2019～2020年度の2ヵ年を前期、
2021～2022年度2ヵ年を後期として活動。

l 前期は自専道、一般道自動運転Lv.4実現に向け必要なインフラ協調技術の実証実験
に取り組み。

l 後期実証実験は前期実証実験で明らかになったインフラ協調技術の改良および、レガ
シーなインフラ協調システム実験環境の構築等に向けた、新たな研究開発課題の実証
実験に取り組み。

実験準備 実証実験 実験準備

前期実証実験 後期実証実験

実証実験

第2期SIP開始
東
京
オ
リ
パ
ラ
大
会

参加者募集開始
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*信号は全てV2I信号情報発信、PTPS

4. 実施エリアの詳細

【臨海副都心地域】（案）

【羽田空港と臨海副都心等を
結ぶ首都高速道路】（案）

【実施エリア】

【羽田空港地域】（案）

出典：地理院地図

〇信号情報提供用ITS無線路側機
設置予定位置
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5. 交通環境情報構築のロードマップ
l 交通インフラから提供される交通環境情報等、動的情報利活用の実験環境を構築し、
実証実験を通じてインフラ協調システムの実用化・標準化を図る。

路車連携・合流支援等

【自家用車市場化・サービス実現シナリオ】

第
1期
SI
P

第
2期
SI
P

～2018 ～2022
一般道での自動運転<L2>

高速道での自動運転<L2・L3>
高速道での完全
自動運転<L4>

2020年まで
2020年目途

2025年目途

Society5.0の実現
（CPS*の構築）

*CPS：Cyber Physical System

目
指
す
姿

地理空間情報マーケットの構築

交通環境情報や
地理空間情報の
多分野での利活用

交通環境情報を活用した
高度な移動サービス・物流
サービスの実現

高精度３D地図の
低コスト化による普及促進

先読み情報による安全でスムーズ
な走行実現

規制情報の
リアルタイム配信

V2X通信を活用した
事故低減

交通流制御による
渋滞削減

交通環境情報の可視化
と社会活用

信号情報提供

インフラ協調による
高度な自動運転
の実用化

高精度３D地図及び情報
の紐付けに係る
大規模実証実験

交通環境情報配信に係る
東京臨海部での実証実験

動的情報
利活用の仕組み構築
（協調領域）

静的情報基盤
の確立

民間プローブ情報収集と活用

ダイナミックマップ基本構想
静的情報の整備・構築
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6.インフラ協調システム実証実験の狙い
l 交通環境情報利活用の実証環境を構築し、参加者による実証実験を通じて、配信情報の仕様
や情報紐付け方法、路車協調のあり方、配信方法の標準仕様化へ向けた検証と合意形成を行う。

※研究開発の進捗に応じ技術テーマ増減の可能性がある

検証項目

配信方法
（通信方式）

情報紐づけ方法
（時間・位置参照方式）

配信情報の仕様

実交通環境
における
実証実験

交通環境情報利活用の
実証環境構築

実交通環境における
実証実験

標準仕様化へ向けた参加者
による検証と合意形成

車線別道路交通情報

信号情報

高精度３D地図

合流・ETCゲート支援情報

一般道

自専道

自専道

一般道 自専道

ETC2.0車載器信号情報提供用
ITS無線受信機

路車協調のあり方
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7. 実証技術（臨海副都心地域）

【実証技術】
l 信号情報配信による交差点走行支援
l 高精度３D地図情報に基づく走行
l インフラ協調型自動運転の道路交通に対する
インパクトアセスメント

ＳＡＥレベル2～4相当自動運転車による、有明・お台場地区一般道におけるインフラ協調シス
テムの実証実験と道路交通に対するインパクトアセスメントを実施する

実交通環境下で参加車両を使っての
実走評価、データ収集と分析による、
実用化の見極めと参加者の仕様合意、
インフラ整備の考え方整理

インフラ 実験用車載機
• 信号情報提供用ITS無
線路側機

• 高精度３D地図

• ITS無線受信機
• 高精度３D地図と信号
情報の重畳表示ビューア

• 車両制御への出力機能

SIP準備物
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7. 実証技術（羽田空港地域）

自動運転技術を活用した次世代型都市交通ART（SAEレベル２/４相当）による、
羽田空港地区におけるインフラ協調システムの実証実験と道路交通に対するインパクト
アセスメントを実施する

【実証技術】
l 自動運転技術を活用したアクセシビリティと快適性実現
l PTPS*によるバスの速達、定時運行支援
l 信号情報配信による交差点走行支援
（*PTPS：Public Transportation Priority Systems) 

混在交通環境下で参加車両を使って
の実走評価、データ収集と分析による、
ART実用化への見極め、
インフラ整備の考え方整理

インフラ 実験用車載機
• ITS無線路側機(PTPS
対応)

• バス専用レーン
• 走路誘導磁気マーカー
• 正着用バス停
• 高精度３D地図

• ITS無線/光ビーコン受
信機(PTPS対応)

SIP準備物
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7. 実証技術（羽田空港と臨海副都心等を結ぶ首都高速道路）

【実証技術】
l 自専道における路車連携による走行支援
l 自専道における車線レベル交通環境情報配信
l 高精度３D地図情報に基づく走行

ＳＡＥレベル2～4相当自動運転車による、臨海部自専道におけるインフラ協調システム（合流
支援、ETCゲート通過支援）の実証実験と道路交通に対するインパクトアセスメントを実施する

実交通環境下で参加車両を使っての
実走評価、データ収集と分析による、
実用化の見極めと参加者の仕様合意、
インフラ整備の考え方整理

インフラ 実験用車載機
• ETC2.0路側機
（合流支援情報提供、
ETCゲート通過支援情
報提供）

• 高精度３D地図

• ETC2.0車載器
• 高精度３D地図と配信
情報の重畳表示ビューア

• 車両制御への出力機能

SIP準備物
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2018年度 2019年度 2020年度
1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

参加者
募集

実験準備

実証実験

イベント等

8. 概略スケジュール
n 2019年10月に、ITS無線受信機や地図などの実験に利用向け車載機を貸与予定。
n 実証実験参加者WG（隔月開催予定）において、車載機のCAN出力IFの説明や、車載機の
取り扱い説明、インフラ整備状況などを参加者と共有予定。

★参加者募集開始（1月中旬）
★参加者募集締切（3月中旬）
★参加者決定（3月末）

実証実験参加者WG（隔月開催予定）

インフラ整備（ITS無線路側機等）

実験機材の準備 (車載器等)

車線別道路交通情報配信準備 データ配信

実験機材の貸与(10月ごろ)

▲
最終データ
提出

▲
進捗報告 インパクト
アセスメント

▲データ提出

東京オリ
パラ大会

インフラ協調型自動運転の実証 車線別
道路交通
情報活用

▼更新地図データ#2
配布(調整中)

▼更新地図データ
配布(調整中)

▼初回地図データ配布
（第1期SIPの地図）

※オリンピック・パラリンピック東京大会期間中は実証実験を実施できない可能性あり

※検討中

SIP-adus Workshop
●

SIP-adus Workshop
●
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9. 実験機材概要

実験用車載機

車両制御車両出力

動態管理システム
（位置＋加速度、LTE）

参加者へ貸与する機材← →参加者が準備する機材

※ビューアソフト、高精度3D地図などの
ソフトウェア・データは参加者へ貸与
表示用の機材（PC）は参加者準備高精度3D地図データ

信号情報提供用
ITS無線受信機

信号情報提供用
ITS無線

モバイル
通信端末

モバイル網

GNSS

ビューア出力

ETC2.0
車載器

ETC2.0

出力データ
・信号情報
・合流支援情報・ETCゲート通過支援情報
・車線レベル交通環境情報
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10. 体制概要

実験参加者

提
供

結
果
報
告

（協調領域）

（競争領域）

・実証実験の実施
・実験環境、受信端末等の提供

・実験用車両、ドライバ 等提供
・実験結果・データの提供
・実験参加者WGへの出席
・広報、イベントへの協力

管理法人

内閣府・SIP自動運転
（推進委員会、WG、TF等）

NEDO

実証実験運営事務局（受託者）

実証実験参加者（自動車メーカ・部品メーカ・大学・研究機関・ベンチャーなど）

運営事務局
（受託者）

委託

・実証実験計画等に関する
ステークホルダーへの報告
・実験全体の進捗管理
・広報・マスコミ窓口
・関係省庁間の調整 等

・実験全体の安全管理
・参加者募集・管理
・実証実験場所の使用
許可等のステークホル
ダーとの調整 等

・全体計画、方針決定
・実証実験内容の決定
・関係省庁間の調整
・ステークホルダーへの報告
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11. 参加者と受託者の役割分担
区分 機材・ソフトウェア・作業等 受託者 参加者

インフラ協調システムの提供 通信機材 （ITS無線受信機、ETC2.0車載器、モバイル通信端末）
準備、HDD費、通信機材送料 〇 －

配信データ（準静的・準動的データ）のCAN出力機能の構築費 〇 －
各種関連ハードウェア（PC等）の準備費 〇 －
情報配信機能の構築 〇 －
ビューアソフト（配信データを地図と重ね合わせて表示 ） 〇 －

配信データの評価・確認 配信データ確認・評価作業費 － 〇
配信データ確認用PC － 〇

実験車両・システムの準備 車両・システム準備費（インフラ協調システムの配信データを車両制御・ド
ライバへの情報提供で利用するもの ） － 〇

車両の輸送・保管費用 － 〇
地図データの自社フォーマットへの変換 － 〇
CANメッセージ利用時の変換 － 〇

車両ドライバの準備 ドライバ人件費 － 〇
準静的・準動的データの評
価・確認

評価作業費（車両燃料費、高速道路料金など） － 〇
評価結果報告費 － 〇

実験車両の動態管理 動態管理システム（GPS・加速度センサ含む）の運用費 〇 －
ドライブレコーダーの準備費 － 〇
動態管理システム・その他設置を依頼する機材（インパクトアセスメントの
ための機材など）の設置費 － 〇
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12. 実験中の安全管理体制

〇実証実験への参加者には、警察庁ガイドライン等、各種規定を順守することを義務付け、交通事故を未然に防ぐ。また、参加
者は、事前に走行計画を策定し、受託者がこれを管理し、NEDOへ報告することで事前に参加車両の動きを把握する。

〇事故発生時には、原則として参加者が被害者の救護や警察への通報等を行う。その際、参加者は、受託者が設置するコール
センターへ連絡する。連絡を受けた受託者は事務局へ報告を行う。

〇報告を受けたNEDOはPD・内閣府事務局の指示を受けつつ、速やかにプレスリリース等のマスコミ対応を行う。その際、事故現
場の位置等の事故状況を把握するため、動態管理システムを活用する。

事故発生後
（事後対応）事故発生事故発生前

（予防安全）
実施すべき事項
〇事故の未然防止

実施項目
①警察庁ガイドライン、
参加規約、走行実験
ガイドラインの遵守

〇安全な実証実験
の実施

②走行計画の提出・管理
③保険へ加入

実施すべき事項
〇事故現場への対応

実施項目
④コールセンターの設置

〇関係者間での情報
共有

⑤連絡体制・手続きフロー
徹底

実施すべき事項
〇マスコミ対応

実施項目
⑥取材対応等
⑦動態管理システムの
活用

〇事故対応 ⑧お見舞金の支払い
⑨事故調査・原因究明
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13. 参加者募集の流れ

STEP1
基本事項
入力

STEP1 基本事項入力
• 各テーマのエントリーフォームから基本事項を記入・登録

ü 法人名、担当者名、連絡先等の基本事項を登録

STEP2
参加申請

STEP2 参加申請
• 必要書類をダウンロードし、参加申請書類募集要領を確認の上、
参加申請書類に必要事項を記入し、事務局へ提出
ü 参加目的、車両種類、参加台数、事業化計画・実績など

STEP3
参加者
候補決定

STEP3 参加者候補決定
• 参加者候補決定通知を受領後、以下を実施

ü 各実験実施地域の施策受託者により開催される参加者説明会に参加
※参加者説明会後、参加の意思表示を示した候補者を正式な「参加者」とします。

ü 実証実験参加に必要となる事項（車両、ドライバなど）の準備

事務局（NEDO）にて登録内容を審査（期間は申請受領後、1週間以内を予定）
審査を通過した方には参加申請書類等のダウンロードURLを事務局から通知

事務局や有識者にて審査(期間は各テーマ参加者募集締切後、1～2週間を予定)
審査を通過した方には参加者候補決定を事務局から通知

※各実験実施地域で必要事項が異なるため各実験実施地域の申請書類の内容を確認

1月22日から2月22日まで

3月15日まで

3月下旬
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